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本制度の目的
スパコンと計算科学手法を用いた問題解決において

• 産官学の連携による新たな需要の開拓

• 企業における計算科学手法の導入の裾野を広げる

本制度はスパコンを利用する共同研究のきっかけを提供

• 無料で利用可能

• センターの教員の参画

• スパコン初心者向けコンテンツ＆サポート

等によりスパコン＆共同研究をお試しいただく。



筑波大のスパコン利用制度

• HPCI共同利用
•学際共同利用プログラム

•一般利用

お試し利用は一般利用の枠組みを使用

本来は有償利用⇒学際ハブ拠点予算から支出



一般利用メンバーの構成

一般利用によるユーザ数は原則１０以内

超えそうな場合には別途相談

※複数人でのアカウントの共有は絶対にしないこと

CCS教員

CCS教員

代表者

企業側担当者１

企業側担当者２

企業側担当者３

※代表者は学術研究機関所属



一般利用

利用までの流れ

教員が申請書を送付

CCS教員と交渉

一般利用申請書の作成

お試し利用申請フォーム

お試し利用採択決定

申請

採択決定

アカウント発行手続き

利用開始

企業様からのフォーム入力と、
教員からの申請書が揃った順に
採択



2024年度提供資源

• Pegasus用4,000ポイント（=4,000ノード時間)
• グループの共有20TB
• ユーザのホームディレクトリ約100GB

Pegasus (2023年1月稼働開始)
計算ノード120台
• Intel Sapphire Rapids CPU
• NVIDIA H100 GPU
• 2TB不揮発メモリ
• NDR200 InfiniBandネットワーク



お試し利用ユーザ向けサイト



お試し利用終了後

年度末でお試し利用は終了

共同研究のもとで

•一般利用

• HPCIや学際共同利用に申請

スパコンを利用しないとしても共同研究関係は
続くことを願います。



本制度に関するページ
https://www.ccs.tsukuba.ac.jp/kyodoriyou/hub-trial/

本センターWebの全てのページのフッタにリンクがあります。

問い合わせのメールアドレス、
申請フォーム等もこちら
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